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1. はじめに 

 高知県西南地域の沿岸は複雑な海岸線が連続し，湾奥には数十世帯が生活する集落が立地してい

る。高知県によるハザードマップ 1)では，これらの集落で南海トラフ地震において津波浸水が予想さ

れているが，平地部が狭小で山地が海岸線まで迫る地形のため液状化判定対象外となっている区域が

多い。通常のハザードマップで予測メッシュや既往の地盤情報等の精度から予測対象外となっている

地域でも，沿岸部の低平地では地震時に液状化が発生する可能性が考えられる。 

本報では，このような集落のひとつである高知県大月町泊浦

において，地盤情報がない区域でサウンディング試験を実施し

地質構造を把握するとともに簡易法により液状化判定を行い，

ハザードマップにおいて予測対象外となっている区域の液状化

の可能性について考察した。 

2．調査対象地区の地形特性および防災上の課題 

高知県西南地域に位置する大月町の位置図を図 1 に示す。泊

浦が位置する大月町西部は，岩石海岸が連続し標高 200m 前後

の山地が海岸線まで迫っている。泊浦では湾内で養殖が行わ

れ，近海漁業の拠点となっている。流域面積が 10km2 未満の泊

浦川が湾奥部に流入し河口部の低平地は狭小である。 

調査地である泊浦の 1964 年頃の航空写真 3)を図 2 に示す。泊

浦川の河口部右岸側は池状の入り江地形となっており，これ以

降に埋立てられ宅地および小規模漁港施設が整備されている。

現在の泊浦の航空写真を図 3 に示す。 

泊浦をはじめとする大月町の沿岸部は，南海トラフ地震発生

時には震度 6 弱以上，5～10m の津波浸水深と 30cm の津波到達

時間が 10～20 分と想定される区域である 1)。 

3.地盤調査の概要 

大月町への聞き取りによると，泊浦をはじめ集落の宅地等で

は地質調査が行われていない地区が多い。大月町および地域住

民の協力のもと，泊浦において低平地部の地質構成を把握する

ことを目的にサウンディング試験による地盤調査を実施した。

調査はオートマチックラムサウンディング(以下 RM と称する)

を適用し，図 3 に示す埋立地内：T-1 と在来地盤である山側付

近：T-2 の 2 か所で行った。T-1 では地質構成の推定精度を向上

させるためスウェーデン式サウンディング試験も併用した。  
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図 1 高知県西南地域における大月町位置図 2) 

 

図 2 1961～1964 の泊浦の航空写真 3) 
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図 3 現在の泊浦の航空写真と調査地点 
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4.調査対象地区の地盤特性 

地盤調査結果による地質想定図を図 4 に示

す。泊浦川の現況河床付近までは埋立盛土と想

定され，地下水位は河川水位とほぼ同じ GL-

1.85m である。GL-2.0m より以深で砂礫層と砂

層の互層が形成され，GL-30.0m 付近に北側の山

地から連続する傾斜岩盤が想定される。砂礫層

の N 値は 10～15 程度で，その下に分布する砂

層の N 値は 10 前後である。GL-15.4m より以深

の砂礫層では N 値が 30 以上を呈している。 

5.液状化判定 

2 地点の RM 調査結果の Nd 値を用いて道路橋示方書 4)の液状化判

定式により液状化抵抗率（FL）を推定した。 

高知県による当該地区の震度予測 1)は，最大クラスおよび頻度の

高い地震の両方ともに 6 弱である。水平震度は震度 6 弱相当の計測

震度を 5.5 とし，童・山崎 5)による計測震度と最大加速度の関係式を

用いて求めた。細粒分含有量 Fc および D50 は土質分類の平均的な概

略値 6)を適用した。2 地点における Nd 値および FL の推定結果を図

5,6 に示す。 

2 地点とも RM 調査を実施した深度である GL-18.0m,GL-5.4m まで

の盛土層以深の砂礫層および砂層で一部の層を除き FL<1.0 となり，

上層に位置する砂礫層を中心に液状化する可能性が考えられる。 

埋立区域および在来地盤のいずれの地点も泊浦川の河床より以深

は同様の地層構成を示している。さらに，液状化層と考えられる砂

礫層およびその下部の砂層は図 2,3 に示す航空写真より河口部付近

に砂州が形成されていることから，流域規模は小さいが泊浦川から

の流送土砂による堆積層であると考えられる。 

6. まとめ 

本報で得られた主要な知見を以下に示す。 

1) 岩石海岸で漂砂のない泊浦の低平地では，流入する小流域の

河川が形成した砂礫層主体の地層が分布している。 

2) これらの砂礫層は N 値が 10～15 であり，地震動として震度 6

弱を想定した場合，液状化する可能性が高い。 

3) 泊浦は，高知県のハザードマップでは液状化判定対象外であるが，液状化の可能性により津波浸水

と液状化の複合災害が予想され，液状化を想定した避難等の検討が必要と考えられる。 

今後は，液状化の可能性が高いと判定された砂礫層等について，粒度特性などの詳細な物理特性等

を把握して液状化判定の精度を向上させる必要が考えられる。 
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図 5 T-1 における Nd 値および FL 値 

図 4 泊浦地区の T1-T2 方向地質想定図 

図 6 T-2 における Nd 値および FL 値 

(tl(崖錐堆積物)は液状化対象から除外) 
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